
＜教育目標＞
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                     新年明けましておめでとうございます。
                                  「２０２５年 そして３学期がスタートしました」
                               ～令和７年もよろしくお願いします～
                                                西条市立壬生川小学校長　　山田　裕之
  ２０２５年のお正月、みなさんはどのように過ごされたでしょうか？
  子どもたちは、ご家族とたくさんふれあい、楽しかった冬休みを過ごしたことと思います。無事に３学期の始
業式を迎えることができました。冬休み中、お子様の安全指導やお家での感染症対策など、ご配慮いただきあ
りがとうございました。今年も「安全・安心な学校」を目指して子どもたちを指導するとともに、全ての児童
が安心して教育活動に参加できるよう、全教職員で努力していきたいと思います。どうぞよろしくお願いしま
す。

   さて、３学期の始業式では、昨年も50・50で大活躍だった「大谷翔平選手」のお話をしました。大谷選手
は、少しお休みをしていますが、ピッチャーとバッターの二刀流で大活躍しています。しかし、プロ野球界で
は両方とも活躍することは不可能とされていました。日本中からピッチャーの一流選手、バッターの一流選手
が集まる世界ですから、どちらも身につかず両方ダメになると考えられていたからです。でも、その不可能を
可能にしたのが大谷選手です。彼は天才でありますが、その裏では、目標を高く持ち、人一倍の努力をしてい
ます。
   大谷選手は、目標シート（マンダラチャート）を作成していました。一マスごとに、毎日小さな目標を書き
込んでいます。例えば、「ゴミ拾い」「礼儀」「道具を大切に」「仲間」「感謝」「審判への態度」「プラス
思考」などなど、小さい頃から目標をコツコツと達成した積み重ねが、世界一の選手といわれる「大谷翔平選
手」が生まれたわけです。
　壬生川っ子たちにも、これからの人生、「目標をもって努力する人間」に育っていってほしいと願っていま
す。

  ３学期の日々の学校生活の中にも、子どもたちの様々なドラマが生まれてくることと
思います。そして、その一つ一つが成長の過程であると思います。また、３学期は
「１年間のまとめの学期」であり、「来年度に向けての準備の学期」でもあります。
子どもたちにとっては、進級や進学に向けて不安や期待が入り混じる時期でもあります。
地域の宝である子どもたちのために、今年も家庭や地域でのご支援、ご協力をよろしく
お願いいたします。

西条市立壬生川小学校

し ら さ ぎ令和６年度 ｢共に学び合う やさしく
　たくましい 壬生川っ子の育成｣学校だより[１月号]

＜１月の行事予定＞ ＜２月の主な行事＞
行　　事　　内　　容 行　　事　　内　　容

始業式(11:30 集団下校) クラブ活動

22

給食開始・４時間授業(13:00 学年別下校) しらさぎチャレンジラン(参観授業)

学年ＰＴＡ(新年度の役員選出)
4 火

避難訓練(不審者対応)

水

15 水
しらさぎチャレンジラン・学年PTAの予備日

しらさぎ集会

新入生一日体験入学ＰＴＡ役員会⑥

　　　　   「4竹」…14:00 学年別下校

校内研修会「4竹」以外の学級…13:00 学年別下校

安全ボランティア感謝式

*５年生の希望者対象の「未来塾による学習指導」は「1/16,21,23,28,30・2/6」に実施します。

＜お知らせ・お願い＞

租税教室(6年)

薬物乱用教室(5・6年) 卒業証書授与式

学校運営協議会②(学校関係者評価委員会) 修了式

ＰＴＡ役員会⑦(新旧役員引継ぎ会)

☆就学援助制度について
　西条市では、経済的な理由により、給食費・学用品費等の学校での学習に必要な費用の支払いが困難な保護者に
対して、就学援助の制度を設けています。希望される方は、壬生川小学校までお問い合わせください。
☆交通安全について
　自転車走行中の交通事故を防ぐため、下の内容について、今一度お子様と一緒にご確認ください。
　　① ヘルメットの着用　　　　　　　　　　　② 交通ルールの遵守(一時停止、左側通行等)
　　③ 薄暮の早目のライト点灯と反射材の使用　④ 自転車の定期的な点検　など
　また、子どもの交通事故の特徴として、「夕方、自宅近くの信号のない場所(特に帰り道)で、飛出しが原因によ
る交通事故が多い」とされています。状況を想定した安全についても併せてご確認ください。

「4松」以外の学級…13:30 学年別下校　

児童生徒を守り育てる会

「4松」…14:30 学年別下校 行　　事　　内　　容

26 水

＜３月の主な行事＞

愛媛県人権対策協議会西条支部の学校訪問

西条市ＰＴＡ大会



　いよいよ３学期が始まりました。５年生のまとめと
６年生への準備を行い、４０名みんなが、次なるス
テップへ進んでいけるよう取り組んでいきます。今年
もご協力よろしくお願いいたします。
★１月も「壬生川地域未来塾」があります。
　１月からの参加も可能です。申し込みを希望される
場合は、担任までお知らせください。
★家庭科「ミシンにトライ！」
　ミシンを使って雑巾を縫います。
不要なタオル（厚すぎないもの）
準備をお願いいたします。

　３学期が始まりました。６年生はいよいよ卒業が間近
に迫り、他の学年より登校日が一日少なくなっていま
す。短い期間ではありますが、「学習の総まとめ」や
「中学校入学に向けた学習習慣の見直し」、そして「卒
業に向けたさまざまな活動」に取り組む、充実した３学
期となることでしょう。
　子どもたちが心身ともに健康で、充実した最終学期を
過ごすことができますよう、今後もサポートをよろしく
お願いいたします。
＜お礼＞
　冬休みの宿題として、献立作りと食事作りをお願いし
ておりました。おいそがしい中、ご協力いただき、誠に
ありがとうございました。

　４月の入学式から早いもので、１年生も残り３か月
になりました。きらきら「スター」のように輝く２年
生になれるように支援していきます。今学期もよろし
くお願いいたします。

【お知らせ】
〇　冬休みに引き続き、体育の時間に縄跳びを練習し
ます。大縄跳びの八の字とびの記録にも挑戦していき
ます！
〇　筆箱の中身の確認を一緒にお願いします。
　・鉛筆５本(半分より長いもの)
　・消しゴム(消しやすいものを1つ)
　・赤鉛筆　・名前ペン

　いよいよ３学期がスタートしました。３学期は「新学年の０学
期」とも言い、次の学年(３年生)に向けた準備をする大事な時期で
す。１日１日を大切に過ごせるようにしていきます。今学期もよろ
しくお願いいたします。
★図画工作科「まどからこんにちは」
　授業で、カッターナイフを使います。
1/16(木)までに軍手の準備をお願いしま
す。カッターナイフは、学校のものを使
います。
★生活科「あしたへジャンプ」
　２月中旬から生活科の学習で、自分たちの成長を振り返る活動を
します。小学校に入学する前の写真の用意をお願いします。誕生
時、保育園、幼稚園時、いつのものでも結構です。３枚程度ある
と、作品作りがしやすいと思います。持ってくる日は、後日お知ら
せします。よろしくお願いします。

＜ ３ 年 生 ＞ ＜ 4 年 生 ＞

　いよいよ３学期のスタートです。今年のめあてを
しっかり決め、４年生に向けた準備ができるように、
一日一日を大切にして充実させたいと思います。今学
期もよろしくお願いいたします。

★警察署見学
　１月23日（木）に、西条西警察署を見学予定です。
お話を聞いたり、体験したりすることを通して、生活
を守ってくれている警察の方の仕事について学習しま
す。
★縄跳び
　体育の授業で縄跳びをしますので、
子どもたちに「短縄」を持たせてく
ださい。冬休みの体力づくりの成果が
見られることも楽しみにしています。

　３学期がスタートしました。もうすぐ、５年生(高学
年)。３学期は、次の学年への０学期だと意識させなが
ら活動していきます。学期の後半には委員会活動も始ま
ります。
　子どもたちの成長を楽しみに
しています。今学期もよろしく
お願いいたします。
★彫刻刀のご準備を！
　図画工作科で版画をするため、｢彫刻刀｣が必要です。
かにさんノートをご確認の上、準備をお願いします。け
が予防のため、軍手を着用したい場合は、同日に持たせ
てください。
★縄跳び
　体育の授業で縄跳びの学習が始まります。お子さんの
体の大きさに合った縄をご用意ください。

＜今月のお知らせ･お願い ～ 特別支援教育 及び 各学年(１～６年)より＞

＜特別支援教育＞ 自分の子の泣き声はわかる　「子どものための精神医学」滝川一廣著より

　「乳児とその親たちを集めて鳴き声をあてさせる実験がある。するとそれぞれの親はわが子がなぜ泣いているかはあてられるの
に、よその子になるとあてられない。赤ちゃんの泣き方はその子その子でまちまちで、このときにはこう泣くという一般性をもっていな
いためである。親は経験的にわが子の泣き声を聞き分け、親子の間だけで「感覚体験が共有」されはじめた段階といえる。」（滝川
２０２１：ｐ118）
　子どもたちは赤ちゃんからスタートして、今、第三者とも心を交わしていると思うと感慨深いです。しかし、それはまだまだ未熟な段
階で、互いに行き違っていることも多いと思います。学校では、時に教職員が、それぞれの子どもの意思の仲介者となっています。
全てを分かり合うことは難しいですが、私たち大人がよりよい仲介者として子どもたちに接していきたいと思います。3学期もよろし
くお願いいたします。

＜ １ 年 生 ＞

＜ ５ 年 生 ＞ ＜ ６ 年 生 ＞

＜ ２ 年 生 ＞


